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　「断酒会」は、１９５８年に誕生した酒害者（お酒に悩む人達）による

酒害者のための全国組織です。創立48周年を迎えた「特定非営利活

動法人徳島県断酒会」の会員と家族会の皆さんの酒のない新しい人

生を明るく生きるための活動についてご紹介したいと思います。
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ひと 
けん玉は最強のコミュニケーションツール
  日本けん玉協会徳島県支部長  田崎 隆也さん

会　　場：四国大学（徳島市応神町）

参 加 者：

主　　催：四国地域福祉実践セミナー実行委員会
総括講演 /東北福祉大学大学院教授

公益財団法人テクノエイド協会　特定非営利活動法人
日本地域福祉研究所理事長　大橋 謙策 氏 

地域の福祉、みんなで参加

みなさまのご協力を

お願いいたします。

※翌年１月１日から
３月３１日までは、
テーマ募金期間

©徳島県共同募金会

10月1日から翌年３月31日まで

     　　　　　実施しています。

　特別に難しいことをやっ

ているわけではありません。

断酒会に出席して、会員一人一

人が酒害体験と自分自身を率直

に語り、それを聴くだけです。

断酒会例会では、会員同士は完

全に平等の立場で、そこには身

分、職業、性別の差は

一切存在しません。

　断酒会で語り、聴くことで自

分と酒の関係がはっきりと見

え、共通の悩みを持った者同士の

信頼関係が生まれます。そこで断

酒に踏み切り、断酒を継続する努力

を始めるのです。断酒を継続する

ことで、新しい人生を創

り、力強く生きていくのだ

という自覚と自信が湧い

てきます。

断酒会例会で体験談を聴き語ることで、

ひとつひとつの問題が掘り起こされ、解決の糸口

が見えてくるのです。解決することが償いに繋が

り、償おうとする努力を通して変わっていき、長い

飲酒生活の間に傷つき失われた家族や社会との

信頼関係を取り戻します。

ＮＰＯ法人

徳島県断酒会
Q.断酒会では何をやっているの？ Q.それでお酒がやめられるの？

Q.断酒会で何が得られるの？

7 月 27 日（土）・28 日（日）、＜地域共生社会を目

指した新たな支え合い＞をテーマに、地域課題解

決型の『新たな支え合い』の実践と参加者の交流

を深め、地域共生社会を目指した四国の地域福祉

実践とまちづくり活動

を考えることを目的に

開催されました。
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シンポジウム

第17回 四国地域福祉実践セミナー in 徳島市

約 600 名 ( 地域福祉に関心のある住民、
ボランティア、医療・保健・福祉及び地
域福祉に携わる専門職、行政・民生委員
児童委員、社会福祉法人等の関係者 )

地域の中での自分の居場所づくり

高齢者サロンについて　　　　　   古川 明美さん



ＮＰＯ法人

徳島県断酒会
断つ・克つ・生きる
徳島県断酒会

理事長
はら　  しょうへい

原  昇平さん

事務局長
やすなが　   けんご

安永 健吾さん 参与
ばんどう　      ちよき

板東 千代喜さん 参与
 ほりえ　  おさむ

堀江 治さん

家族会  堀江さん

酒無し忘年会

四国ブロック(徳島・阿波 )大会 飲酒運転根絶キャンペーンに参加 会員と家族が脇町の交通安全三味線餅つきに参加する様子

定期的に行われる例会

家族会  板東さん 家族会  島田さん

家族会の様子

会場寺院

アルコール依存症は誰でもかかりうる病気。そして必ず治る病気です。

断酒会では偏見をなくすため
様々な活動をしています

　本会は昭和 46 年に設

立され、平成 14 年 2月に

「特定非営利活動法人徳

島県断酒会」として新た

にスタートし、今年の 2

月で 48 周年を迎えること

ができました。

　設立以来、県内の酒害

に悩む人々に断酒を勧め、

また断酒を志す者を支援

し、酒害に関する相談活動を行うなど、行政・医療機関と連

携して保健・医療・福祉の増進に関する活動を幅広く展開して

きました。この間、支部・例会場が増え現在 7 支部 19 会場で

例会を開催しております。現在、全国に109 万人のアルコール

依存症者がおり、徳島県のアルコール依存症者は 6500人。そ

のうち女性が 900 人と推計されています。その中で断酒会と繋

がっているのはわずか150人です。

県内には依然として酒害に苦しむ人とその家族が数多く存在し

ているにもかかわらず、多くの人々が治療や相談に繋がってお

らず、いまだ断酒会の存在さえ知らない人達も沢山います。こ

のためアルコール関連の問題を解決するために、関係者の方々

と協働することで、現在酒害により苦しんでいる方が一人でも

多く断酒会に繋がって頂けるよう、会員・家族会一丸となり努

力していきたいと思います。

　断酒会に来たら、酒

がやめられるという会で

はありません。やめ方を

教わるのではなく、例会

に参加して、それぞれの

会員と家族の体験談を話

し、聴くことにより、初

めは「あんなに悪いやつ

もおる、あいつ程ではない」と思うのです。ところが、その

うち「自分はあいつ以上だ」と気付くのです。いつも家族と

一緒の環境にいますから、家族と一緒に環境を変えないとい

けません。人の話を聴いて本来の在るべき姿に変えるのです。

「地獄を見たければ、アルコール依存症者のいる家庭を見よ」

などという笑えない話が

あります。これはアルコー

ル依存症は本人だけの病

気ではなく、家族全体を

巻き込んで苦しめ

るものであること

を端的に表現して

います。 

　本人が病気から回復しなければならないのは勿論ですが、

実は家族もまた病気に巻き込まれて悪影響を受けてきました。

そのため、家族全体が病んだ関係になっているのです。家族

は酒を飲まなくても、本人と同じ病気なのです。特に子ども

に大きな影響を与えて世代間連鎖します。幼児期に、アルコー

ル依存症者の家族がいると、家庭の中でいつも恐怖感と緊

張感があり、子どもらしい子ども時代を送っていないため、

死ぬまでインナーチャイルド（心の傷）が残ってしまいます。

　そして、頭の中は１００パーセントアルコールに支配され、

家族や周りの人のいう事は一切聞かず、感性が失われ、相手

の痛みなど考える余地もありません。家族が協力してくれてい

るから、家族を裏切るのは人間ではないということを、断酒

会で教えてもらいました。

徳島県は、全国的にも特に家族の在り方

が進んでいます。家族の賢さ

と努力が名実ともに素晴

らしいと思います。アル

コール依存症から回復す

るには家族の繋がりと協

力が一番なのです。
NPO法人 徳島県断酒会

理事長     原　昇平

住所：〒771-1151  徳島市応神町古川字高良159-9
TEL:088-641-0737(事務局 )
http://www.tokushimaken‐dansyukai.or.jp

( 取材：北岡 敏弘・橋本 志穂）

断酒会には、断酒会本体の

ほかに家族会という組織が

あります。家族会の持つ力

は、色々な意味で大きなも

のがあります。今回取材させていただいた家族会は、京都市

からお越しの参加者が含まれていましたが、家族だけで悩みを

話し合う会でしたので断酒会本体の会員は参加していません。

（普段は会員と家族が入り混ざって話をしています）そこに

は本人がいないからこそ話しが出来るという利点がありま

す。今回、家族会の板東さんと堀江さんにお話を伺いま

した。断酒会に入るまで、家族は苦労が絶えなかったよ

うです。「私が元気でいて、夫を置いて先にいかないよう

にしたい。」堀江さんがポツリとつぶやいた一言に家族の

深い結びつきを感じることができました。

徳島に帰ってきて、

夫には心の居場所がなく

酒に逃げ、飲むのをやめ

られませんでした。

母親が断酒会を

見つけてきましたが、本人

が入会するまでに８～10年

もかかりました。

家族会に入るきっかけは、

人づてで。入会するときに

は、あんまり知識がない

ほうがいいと思います。

最初の一歩を踏み出すのが

なかなか大変。他の家族と話がで

きて、家族同士が繋がっていきま

す。断酒会は、家族会の存在が

大きいです。

酒を飲んでいる

本人同士は、いきなり繋

がることが難しいけれど、

先に家族が繋がれば、本

人を連れてくることができ

ます。

家族の幸せはもちろん大切ですが、

断酒会は、「心の改革」を目指しています。

心を改革するためには、アルコールに依存する

本人が来なければ駄目。家族が心の改革をして、

幸せになったら、本人もおのずと付いてくると思

います。だから、家族会の存在は

本当に大事です。

家族がしつこく言い続

けたことが、断酒会参加

に繋がって、結果、本人

も断酒できました。

活動の様子

家族会について

会員からの
メッセージ

家族の協力と
　　繋がりが大切



　鳴門市を拠点に活動する日本けん玉協会徳島県支部支

部長の田崎隆也さんにお話を伺いました。道場に入ると、

子どもたちの「こんにちは！」という元気な声。「礼に始

まり、礼に終わる」ということを、指導する上で一番大

事にしているそうです。

　田崎さんが、けん玉に関わるようになったきっかけは、

愛娘の「けん玉、やってみたい！」の一言。その後、け

ん玉を教えるために独学で２級指導員の資格を取り、徳

島県に支部を作りました。資格を取れたことで、道場を

持てるようになったのですが、「もっと、けん玉好きな子

がいるんじゃないか？」という思いから、小学校や児童館、

各種イベントでのパフォーマンスをコツコツとやってき

た結果、今では石井教室と鳴門道場で頑張っている子は

約100名。それに検定やイベントに参加する子たちを合わ

せると500名を超えます。

　けん玉を広めるために奔走してる田崎さんですが、普

段は、毎月第１・第３木曜日に「徳島県立総合福祉セン

ター」で、毎週日曜は鳴門市にある「徳島けん玉道場」

で練習をしています。現在は 11 月の徳島県大会に向け

て、猛練習中とのことで、子どもたちも「がんばるぞ！」

と気合い十分でした。田崎さんの熱心な指導が実を結

び、女子の部では、現在 4連覇中とのことです。

　田崎さんは、指導する上で「あせらず、あわてず、

あきらめず」ということも大切にしています。人と比

べてできないことを焦ってしまう子には、「成長の速度

はそれぞれだから、焦らなくていいよ」と、その子に

応じた指導を心掛けています。子どもたちもそれに応

えて「諦めなければ、もっと上に行ける」ということ

を信じて頑張ってくれていると、嬉しそうに話してく

ださいました。

　そんな田崎さんが、今悩んでいることは、指導者の

不足です。けん玉を教えてほしいと言ってくれるとこ

ろは結構あるんですが、それもままなりませんと残念

な表情。指導者には、普及員と、審査の難しい２級指

導員などがありますが、２級指導員は県内に４人しか

おらず、大会を開く時などには、スタッフ不足のため

保護者の方にもお手伝いいただいています。子ども達

と一緒に楽しみながら、けん玉を指導してくれる仲間

を絶賛募集中です。

　活動を続けていく原動力は、大会で勝つという目標

に向かって、一緒に夢を見て頑張ることや、子ども達

の「できた！」という笑顔だと教えていただきました。

また、練習だけでなく、いろいろなイベントでパフォー

マンスをしたり、教えたりすることで、徐々にけん玉

の輪が広がってきていることも、励みになっているそ

うです。

　けん玉は昔遊びの一つとして知られていますが、田

崎さんは、コミュニケーションツールだと言います。

家族や友達同士で教え合いながら繋がっていくすばら

しいものです、皆さんぜひやってみませんかと、笑顔

で話してくださいました。

シリーズ　この人から

「ゆめバンクとくしま」寄付による助成事業報告をします。

高校生プロジェクト！チームＲｅ：ｖｅｒ
さとう 　　　 たかし 

NPO法人エコロジカル・ファーストエイド　理事長 / 研究員　佐藤　貴志

　小松島市は下水道普及率０％。水環境は劣悪です。し

かし、行政は悪くありません。海抜が低く、大雨時に洪

水が発生しやすく、下水道より洪水対策を優先して生活

を守ってくれています。

　劣悪な水環境を改善するために、小松島西高校と小松

島高校の学生たちが起ち上がりました！

プロジェクトは、「高校生プロジェクト！下水道がない小松

島に、高校生が水質浄化装置を作って川を蘇らせる！」。

彼らは、チームＲｅ：ｖｅｒ（リバー）を結成し、学校、行政、

企業、地域住民を巻き込む社会貢献プロジェクトを展開し

てます。

　昨年、僕のところに高校生

たちが相談に来ました。「高校

を卒業するまでに、小松島市の

人々に恩返しがしたい！」まさ

に現代社会が必要とする SDG

ｓ。当団体の特許技術を無償

提供し、高校生自ら装置を製

作、水路の浄化をすることにな

りました。

　対象水域は、汚水だけでで

きた水路。化学的酸素要求量

が 250mg/L 以上で生物が住

めない環境。これが現在では

10mg/L 程度で、生物多様性が蘇りました。

特記すべきは、高校生が自らの力で道を切り拓いたこと。学

校、行政、企業にプレゼンを繰り返し、市長の後押しをも得

ています。

　彼らは、「グローバル社会を生き抜く力を自然の中で」身に

付けてます。

（取材：篠原 督人・秋月 大輝）

日本けん玉協会 徳島県支部

支部長　田崎 隆也さん
〒771-0360 徳島県鳴門市瀬戸町明神字鳴谷 114-8 
E-mail：tokushima.jka@gmail.com　
HP：http://tokushimashibu.crayonsite.com/ 

たざき        たかや

YOUプロジェクト
水 質 浄 化 装 置 YOU（特 許 第
604721号、第 5192608 号ほか）
環境浄化微生物などの技術提供 /
培養、活用法など / 親子でできる
自然界への応急手当、親子で参加
する環境学習・講演など

けん玉は最強の
コミュニケーションツール

「ゆめバンクとくしま」助成金授与式

令和元年度「ゆめバンクとくしま」助成金授与式が７月２１日に執り行われました。

8団体への助成金授与に続いて、各団体から団体の紹介や活動内容について発表があり、

その後、団体間での交流が行われました。



文・四宮　加容
しのみや              かよ

くすりのご相談は
　　かかりつけ薬剤師・薬局へ！

一般社団法人
徳島県薬剤師会
会長　水口　和生
TEL　088-655-1100
FAX　088-655-6991

一般社団法人
徳島県歯科医師会

一生、いい歯と付き合うために。
「成人歯科健診を推進しています」

　　　会長　森　秀司
徳島市北田宮1－8－65　電話　088－631－3977

No.48山本さんから木村さんヘ

保護ねこるーむ「Boron」　　　　　　　　　　　　　     　　　　　　  きむら        ひろえ　　

設立メンバー　木村  浩恵さん

一匹でも多くの猫たちを救うために

　鳴門市在住の木村浩恵さんは動物取扱責任者の資

格を持ち、徳島県内外で捨てられるなどした猫たちを

保護して、里親とつなげるための保護ねこるーむを活

動仲間とともに開設しています。猫を飼いたい人が客と

して訪れ、身寄りのない猫を引き取って飼い主になるこ

とができます。猫を飼えなくても猫たちと触れ合い、

命の大切さを感じ取ったり、訪れることで餌代や治療

費をサポートすることができます。産まれてすぐに放置

されてしまった赤ちゃん猫たちをあたため、数時間おき

にミルクを与えてと、愛情のこもったお世話を日夜して

います。ウイルスチェックやワクチン接種、医療が必要

な猫には治療を受けさせて、かわいく元気になった猫

たちが温かい居場所を得られるよう活動しています。ま

た、多くの罪なき猫たちが殺処分されることのないよう、

不妊去勢手術も受けさせ

ています。一匹でも多くの

猫たちの命を救いたいとい

うこの活動が益々広がって

いくことを心から願ってや

みません。

吉野川交流推進会議
〒770-8570　徳島市万代町１丁目１番地
　　　　　　県民環境政策課内
TEL　０８８－６２１－２７４３
FAX　０８８－６２１－２７５８
E-mail　office@yoshinogawa.org
http://www.yoshinogawa.org/

S H I K O K U S A B U R O U     YO S H I N O G AWA

吉野川をきれいに！
参加団体、募集中。徳島県医師会は「禁煙」を推進しています！

一般社団法人

徳島県医師会
会長　齋藤　義郎
徳島市幸町３丁目６１番地
TEL　088-622-0264

●公共交通機関をご利用の場合●
ＪＲ徳島駅前、徳島市営バスターミナル
６番のりばより、
・「中央市場」行きに乗車　終点「沖洲マリ
ンターミナル」下車すぐ

・「沖洲・南海フェリー前（マリンピア経
由）」行きに乗車「マリンターミナル前」下
車すぐ

徳島駅

11号

55号

192号

●県庁

●

徳
島
港
フ
ェ
リ
ー

　タ
ー
ミ
ナ
ル

●

マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル

末
広
大
橋

●市高
●城東高

吉野川大橋
しらさぎ大橋

新
町
川

●徳商

●イオン
プラザ
とくしま県民活動

徳島県立
総合福祉
センター

●プラザ開館時間

開館時間：10：00～18：00
【研修室利用時間】
火曜日～土曜日：10：00～21：00
日・祝日：10：00～18：00
休館日/月曜日（祝日の場合はその翌日）、
          年末年始

編　集　後　記

イベントガイド

子どもたちのボランティア活動

NPO法が施行されて20年が過

ぎた。県内の NPO 法人は 360

余り。都道府県別に人口 10 万

人当たりで見ると、全国上位。

複雑・多様化する地域の課題

に、柔軟かつきめ細やかに対応

し、「社会システム」の一翼を

担っている。▲そのNPOやボラ

ンティアで今一番の課題は「担

い手不足」。活動の衰退を危惧

する団体も増えているとか。▲

いかに若者を活動に呼び込む

か。キーワードは「相互実現」。

決め手は、やはり「人」ではない

か。▲県民活動プラザでも人材

育成の事業に力を入れている

ので、是非、有効に活用いただ

きたい。              （新居正志）

　地域の居場所として、地域のどなたでも参加できる「高齢

者サロン」(以下サロン )があります。高齢者が多く参加してい

るサロンは各地域で開催されています。参加することで地域

の中で親しい仲間づくりができ、おしゃべりや体操することが

介護予防にもつながり、心の安らぎや生きがいになるという効

果もあります。

　開催内容は、100 歳体操やカラオケ、ゲームなどがありま

す。参加者は女性が多く、今後男性の参加者を募っていくことがサロンの課題のひとつ

です。参加者の中にはご夫婦で、助け合いながら体操やゲームをされる姿が見られとて

も微笑ましいです。

　開催の時間や曜日、回数は、各サロンで異なっています。地域の集会所や公民館など

を開催場所として使用すると、会場費は無料です。会場費が必要なサロンも存在します。

徒歩で参加できる地域の交流の場が最適でしょう。皆さんもサロンに参加して、健康的

な日 を々過ごしましょう。

　「地域を知り、地域に愛着を持ち、将来故郷に帰り、東みよし町で生活したいと思える

ようになってほしい」三加茂中学校では、夏休みに校区内 50 箇所11グループに分かれ

た全校生徒が『地区別一斉清掃活動』に取り組んでいます。生徒からは、「ありがとうと

言ってもらえて嬉しかった」「これからも続けていきたい」「ぼくたちの地域がきれいに

なって嬉しい」「地域のことを知るいい機会だと思う」という感想が多くみられます。

　昨年度は10 年ぶりにこの清掃活動を再開し、フィールドワークを取り入れました。身近

な場所の危険区域や避難場所を把握するとともに、地区理事の方から地域に対する想

いをお聞きしました。活動に対する意欲が低かった生徒が、「地域のことを初めて知るこ

とができた」と目を輝かせる場面もあ

り、生まれた町に対する関心も深まっ

たようでした。一緒に清掃活動を行っ

た地域の方からは、「生徒と関わる

きっかけをつくってくれた」との声もあ

り、生徒と地域住民が相互につなが

りを感じる時間となりました。

　今年の夏も、生徒は地域と関わる

体験を重ね、地域を愛する心を育ん

でいます。

ふるかわ       　 あけみ 

徳島文理大学保健福祉学部人間福祉学科准教授　古川　明美

高齢者サロンについて
地域の中での自分の居場所づくり

地域を愛する心を育む 三加茂中学校

日時：令和元年１１月４日（月・祝日）
　　　１０：００～１５：００

場所：新町川水際公園

主催：第 14回とくしまNPOボランティアフェア実行委員会

第１４回とくしまNPO・ボランティアフェア

 ● みのだっこタウン

　日 時：令和元年１０月６日（日）１０：００～１５：００

　場 所：三好東部福祉センター（東みよし町）

　内 容：ＮＰＯボランティア活動体験
　　　　（ステージ発表・製品販売等）

　主 催：とくしま県民活動プラザ
　　　　 徳島県社会福祉協議会
　　　　 徳島市市民活力開発センター

「みのだっこタウン」開催

県内のNPO・ボランティア団体によるステージ発表や活動

展示・商品の販売を行います。皆さま、お気軽にお立ち寄

りください。

子どもたちがいきいきと活動するまち「みのだっこタウン」を

開催します。子どもたちが社会貢献活動団体の方たちから

活動を教わり、一緒にいきいきと活動することにより、活動

の内容や重要性を学びます。ぜひ、遊びに来てください！！

文・山本　恭代
やまもと            やすよ
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。
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ともに生きる豊かな福祉社会を目指して 

徳島県市町村社会福祉協議会職員連絡会

会
長
　
吉
坂
　
渉

活動実践報告会 在宅福祉サービス部会

県内の社会福祉関係者が一堂に会

し、「誰もが、身近な地域で、その

人らしく、安心して生き生きと暮ら

すことのできる福祉社会の実現」

に向けて、その具体的な取り組み

を進めることを誓い合うとともに、

永年にわたり社会福祉の推進に功

績のあった方々に敬意と感謝の意

を表することを目的として開催い

たします。

令和元年１１月２０日（水）

・１２：３０～開場・受付

・１３：３０～式典
　（あいさつ・表彰・大会宣言）

・１５：００～記念講演

徳島県社会福祉大会を

開催いたします。

ぜひ、御参加下さい。

１ 趣 旨

２ 開催期日・日程

第６３回



福祉職場のメンタルヘルス研修

～アサーティブ・コミュニケーションについて～

令和元年6月25日（火）に株式会社Qua（きゃりあLab徳島）代表取締役の倭 和代氏を講師にお招きし、「福祉職場のメ

ンタルヘルス研修～アサーティブ・コミュニケーションについて～」と題して、高齢・障がい・児童の各施設や社会福祉

協議会などから44名の方々にご参加いただき開催しました。

当日の研修内容やアサーティブ・コミュニケーションのポイントなどについてご紹介します。

徳島県社会福祉協議会主催 [ スキルアップ研修 ]

アサーティブ・コミュニケーションをご存じですか？

「アサーティブ・コミュニケーション」とは、相手を尊重しながら適切な方法で自己表現を行

い、お互いを尊重しながら意見を交わすコミュニケーションスキルの一つです。アサーティ

ブを学ぶことで、｢コミュニケーション能力が高まる｣｢職場が活性化する｣｢仕事の効率が上が

る｣｢ストレスが減る｣などといったメリットを実感いただけるはずです。

アサーティブ・コミュニケーションを活用したい場面をグループで検討しました

研修プログラム

研修を終えて

受講生の声

＜10:00 ～ 16:00　講義・演習＞

●自分のコミュニケーションパターンとは

●コミュニケーションの基本習得

　「しっかり聴く」「適切に伝える」

●言いにくいことを上手に伝える

研修当日は、コミュニケーションの基本であ

る傾聴力や、良いコミュニケーションのポイ

ントを学びました。また、相手の話を受け止

めながら、自分の気持ちを伝えると言ったア

サーティブ・コミュニケーションの考え方を

学ぶ機会にもなりました。

●自分自身のコミュニケーションの傾向を

　知り、振り返る機会になりました。

●講義の途中に演習があり、楽しく参加さ

　せていただくことができました。学んだ

　ことを職場で活かしたいです。

アサーティブ・コミュニケーションの

ポイントについて倭先生に聞きました

株式会社Qua（きゃりあ Lab 徳島）

代表取締役　倭　和代 氏

意見を伝えるときに難しいのが、自分の気持ち（感情）を適切に相手

に伝えることです。人の感情や行動は、ものの考え方に着目し、なぜ

そう感じたのかを考えましょう。

人が自分の性格を変えることは簡単なことではありません。しかし、

考え方や行動を改めることはできます。アサーティブ・コミュニケー

ションを取り入れ円滑な意思疎通ができるようになりましょう。自

分でしっかりと考えて意見をすることができるようになり、困って

いる時には率直にうちあけることができるようになります。

１０月１０日（木）
「リスクマネジメント研修」
詳しくは右記のQRコード
からご確認ください。

開催間近の研修です！

＜分科会１＞地域共生社会を目指した防災とまちづくり

報告：防災をキーワードとした安心・安全な地域づくりについて共に考えた分科会でした。中学生と地域団体が行う防災活動は住民を動かした実践であり、防災という切り口からの次世代育成・コミュニティ再編が見えました。そして、地域防災力の向上に向け、住民が要配慮者と共にまちづくり活動に参画することが重要である等の意見をいただきました。

（船頭　前四国大学短期大学部　教授　日開野 博　氏）

＜分科会２＞地域共生社会を目指した生活支援の実践

報告：社会的孤立の帽子や地域住民の互助意識の向上等に向け、住民サービス実施団体や民生委員児童委員が地域のなかでどのような役割を果たしていくかについて共に考えた分科会でした。時間預託の仕組みによる活動や子どもの成長を支える子ども民生委員活動は、地域住民の学びと地道な取り組みから生まれたものであり、助け合い活動が循環する姿でした。

（船頭　石井町社会福祉協議会　事務局次長　芳川　佳久　氏）

＜分科会３＞地域共生社会を目指したコミュニティサロンの実践

報告：コミュニティサロンを地域の多世代が集まる居場所として捉え、その運営による地域の拠点づくりが地域共生社会づくりにどのように寄与するかについて共に考えた分科会でした。地域貢献を目的としたコミュニティカフェや、子どもの居場所に交流サロン機能を持たせて課題解決にも取り組んでいる活動など、多様性に満ちた話題提供がありました。

（船頭　美馬市社会福祉協議会　事務局長　佐和　良佳　氏）

＜第４分科会＞地域共生社会実現に向けた社協活動のあり方

報告：四国各県の社会福祉協議会での取組事例をもとに、社協活動のあり方を改めて考えた分科会でした。社協は地域のつながりの再構築を図り、「なんのために、だれのためにするのか」を忘れず、社協目線のみにならないよう個別の課題から地域支援を見据えた活動を行うことや、「断らない社協づくり」を目指す重要性についての助言もいただきました。

（船頭　今治市社会福祉協議会　総務部長　島崎　義弘　氏）
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防
災
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
安
心
・

安
全
な
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
共
に
考

え
る
分
科
会
で
し
た
。
中
学
生
と
地
域

団
体
が
行
う
防
災
活
動
が
住
民
を
動
か

し
た
実
践
を
通
し
て
、
防
災
と
い
う
切

り
口
か
ら
の
次
世
代
育
成
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
再
編
が
見
え
ま
し
た
。
ま
た
、
地

域
防
災
力
の
向
上
に
向
け
、
住
民
が
要

配
慮
者
と
共
に
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
参

画
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
等
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。
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前
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授
　
　
　
　
　

　 

　
　
　
　
　
　
　
　
日
開
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
を
地
域
の
多

世
代
が
集
ま
る
居
場
所
と
し
て
捉
え
、

そ
の
運
営
に
よ
る
地
域
の
拠
点
づ
く
り

が
地
域
共
生
社
会
づ
く
り
に
ど
の
よ
う

に
寄
与
す
る
か
に
つ
い
て
共
に
考
え
る

分
科
会
で
し
た
。
地
域
貢
献
を
目
的
と

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
や
、
子
ど

も
の
居
場
所
に
交
流
サ
ロ
ン
機
能
を
持

た
せ
て
課
題
解
決
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
活
動
な
ど
、
多
様
性
に
満
ち
た
話
題

提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

● 

船
頭
●

美
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　     

事
務
局
長
　
佐
和 

良
佳 

氏

　

四
国
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の
社
会
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取

組
事
例
を
も
と
に
、
社
協
活
動
の
あ
り

方
を
改
め
て
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え
る
分
科
会
で
し
た
。
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つ
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あ
る
地
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の

つ
な
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り
の
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構
築
に
向
け
、「
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の
た
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に
、
誰
の
た
め
に
す
る
の
か
」
を
忘
れ

ず
、
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う
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題
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地
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た
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を
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。
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や
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互
助
意
識
の
向
上
等
に
向
け
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
実
施
団
体
や
民
生
委
員
児
童

委
員
が
地
域
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
共
に

考
え
る
分
科
会
で
し
た
。
時
間
預
託
の

仕
組
み
に
よ
る
活
動
や
子
ど
も
の
成
長

を
支
え
る
子
ど
も
民
生
委
員
活
動
は
、

地
域
住
民
の
学
び
と
地
道
な
取
組
み
か

ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
助
け
合
い

活
動
が
循
環
す
る
姿
で
し
た
。
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分科会1
やまとかずよ
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